
城南版 「実験ノートの書き方」 

 

実験ノートの書き方に統一ルールはありません。しかし、実験ノートは確かに実験をしたという

物的証拠です。失敗や計算間違いまで含めてすべて記録し、他の人が見ても研究の経過がわかるよ

うにしておくことが大切です。後から改ざんしたと疑われない記録のとり方にも心がけて下さい。

とは言え高校生の実験ノートです。研究日誌およびメモのつもりで使って下さい。きれいなノート

にする必要もありません。 

 

■全体的な確認事項 

・日付は西暦とする。（２０２２年５月１３日、´２２年６月１５日など） 

・実験ノートの記録は、研究・実験等の作業を行った当日に行う。 

・実験開始・終了の時刻を記録する。 

・記録者の署名・確認者（教員）の署名と署名日の記入はページごとに行う。 

・単なる数字の記録にならないよう単位を記す。 

・筆記具はペンやボールペンを使用し、訂正は二重線で行う。 

・後日加筆できないようにページの最後には「以下空白」と記入する。 

 ・グループでの実験ノートのスタイルを確立する。 

 

では、実際の書き方を見てみましょう。 

■実験ノート使用開始時 

 ・表紙に研究タイトル・研究ノート番号・氏名（全員）・所属名（学校名）・使用期間（開始日）

を記入する。 

 ・各ページの右上または左上にページ番号を記入する。 

 

■実験前 

・日付、気象条件、プロジェクト名（実験タイトルなど）を書く。 

・実験ノートの目次（Contents）を書く。 

・共同実験者を書く。（原則 2 人以上で実験する） 

・実験に使用する装置、試料・材料を記入する。 

・実験の手順を記入する。（図なども活用する） 

・結果を記入する表などつくる。 

・参考資料のコピーを貼っておく。（定規は使用しない） 

・続きの実験の場合や、他のページとの関連がある場合は、わかるように記しておく。 

・予測される結果を書いておく。 

 

■実験中 

 ・その場ですぐに書く。（実験中は常にメモを取り続けるつもりで臨む） 



 ・具体的に書く。（五感すべてをフルにつかって、わずかな変化や気付きをメモ） 

 ・図や簡単なグラフ活用する。 

 ・写真や動画を撮影する。（プレゼン・論文にも活用できます） 

 

■実験後 

・考察に必要なもの貼り付ける。（プリントアウトデータや写真など） 

・計算が必要な場合はすぐにデータにする。 

・グラフにできるデータはその日のうちにグラフにする。 

・実験結果をまとめ、思いついたことを書く。 

・実験結果からそのしくみを考えて考察する。 

・電子データを作業フォルダに整理する。フォルダやファイル名で管理する。 

・当日の記録が終わったら、教員から早めに確認者の署名と確認日の記入をしてもらう。 

 

■実験ノート記入例 

 

ページ番号→

 '２０ 年５月１３日 【〇〇〇〇の測定】←プロジェクト名

１４ ：０ ０ 共同実験者　 全員

晴れ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

２４ ℃ 実験開始　 １４ ：２０

湿度６０ ％ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

実験終了　 １５：３０
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

記入者→ 城　 南　 ’２０ 年５月１３日

（中略）

【〇〇実験に用いる〇〇の作製】←プロジェクト名
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

記入者→ 南　 城　 ’２０ 年５月１３日　
（記入者が異なる場合）

以下余白

生徒署名（ページ内全部の場合） 教員確署名

↓ ↓

記入者 確認者

日付　’ ２０  年　５ 月 １４  日

1

寺内伸好城　 南
ジョウ　ミナミ


